
１　内容
府内で行われている効果的な地域活動の実践事例を集めて整理したものです。
【効果的な実践事例の基準】
　１　身近な地域で自分たちにもできそうであること
２　一過性の取組みではなく活動がつながっていること
３　活動に広がりがあること
　　【事例の調査・整理方法】
　１　上の３つの基準を満たしていると思われる１２事例をピックアップ
２　中心となってその活動を推進している人物（いわゆるキーパーソン）に連絡し、そこからかかわりのある団体等の関係者に声をかけてもらい、現地で聞き取り調査を実施
　３　聞き取った内容から、それぞれの活動のうまくいっていると思われる要因を抽出して、場・人・情報等の観点から整理
２　構成
　　この事例集の構成は次のようになっています。
　　　　　　どのような活動が行われているか、活動の概要を簡単に記載したもの
　　　　　　この活動を進めていくうえで重要と思われるエピソードを抽出してまとめたもの
うまくいったポイントを端的に表すキーワードと、具体的にどのようなことができるかを整理したもの
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問合せ先：泉丘ボランティアサークル　06-6857-2615





活動の概要


阪神淡路大震災時に仮設住宅の掃除をてつだったことがきっかけとなり、「泉丘ボランティアサークル」が誕生しました。当初、小学校の空き教室に活動の拠点を置いていましたが、小学校内の別の場所（コミュニティルーム）に拠点を移し、「ゆうゆうサロン」という地域住民が気軽に集まれる場をつくりました。ここではただおしゃべりするだけの日もあれば、卒業する子どもたちのコサージュづくりを行ったりするなど、多くの人が集う交流の場となりました。そして、この場に集まってきた困っている人の声を拾って、子育て支援や高齢者支援、障がい者支援の活動など、その解決に向けた様々な活動を行っています。





拠点づくり


小学校の空き教室を活動の拠点としていたが、児童増により使用できなくなった。しかし、継続した活動を行うには気軽に集まれる場所が必要。そこで同じように活動の拠点を必要としている地域の団体が集まって行政へ働きかけた結果、小学校の敷地内に専用のコミュニティルームを設置することができた。





ここがポイント①


必要性をアピール


同じような状況にある複数の団体で申請し、活動内容や期待できる効果を具体的に提示する





キーパーソンからキーパーソンズへ


はじめはキーパーソンに声をかけられてとりあえず活動を始めたが、「楽しみにしてくれている人がいる」などの声を聞くことでやってよかったと思えるようになり、主体的に活動を展開（キーパーソンズとして）していくようになった。





ここがポイント②


きっかけをつくる


とにかくたくさんの人に声をかけて活動に参加してもらい、その気になってもらう





ここがポイント③


たくさんの声を拾う


パソコン、携帯電話も活用するなど、地域の人の声をできるだけ集め、たくさんの人に発信する





情報の収集・発信


サークル専用の電話を開設し、困っている人が直接相談できるようにしたことで、ゆうゆうサロンにも様々な情報が入ってくるようになった。さらに入ってきた情報をすぐに整理して対応するとともに、自分たちの活動をチラシ、クチコミなど様々な媒体を介して発信することで、さらに情報が集まるようになった。





ここがポイント④


無理をしない


それぞれができることをできるだけやっていくという意識を持つ





活動を続けるために


活動を進めていくと、あれもしたい、これもしたいという思いが強くなって、それが負担となりやめたいと思うことがあった。そんな時、一緒に活動している人からみんなで一緒にやっていけばいいと言われて、自然体でいいんだと気づいた。





問合せ先：箕面市教育委員会学校教育課　072-724-6761





活動の概要


　　新たな住宅の開発（箕面森町）に伴い、これまでの小・中学校を移転・新築し、箕面森町に施設一体型小中一貫校として、とどろみの森学園が開校しました。それとともに学校を支援したいという地域の人たちが集まって「とどろみの森サポートチーム」を結成し、学校・家庭・地域が一体となって子どもの豊かな育ちを充実させるための活動を展開しています。


登下校時の見守り活動や学校農園の整備、炭づくり、あるいは学校のロゴマークづくりなど、新旧住民が一緒になり、様々な団体とも連携しながら、学校支援を中心とした活動に取り組んでいます。





ここがポイント①


楽しいと思ってもらう


一緒に活動していくなかで、活動の楽しさや意味を伝えていく





次世代を育てる


現在、３人のコーディネーターが中心となって活動を展開しているが、継続的な活動へつなげるために、小・中学校の卒業生も活動に参加してもらっている。まずは参加し、大人が活動している姿を見ることでいろいろ感じ、将来的には活動の中心となっていくように働きかけている。








学校との連携


コーディネーターが何かしたいと思いついたらすぐに学校へ行く。学校内には地域開放室があり、地域の人が集まることができるスペースが設置されている。学校にも地域連携担当教職員が置かれ、学校としての要望も出すなどお互いに協力して活動を実施している。





ここがポイント②


密な相談


学校内に専用スペースをつくり、地域の人が行きやすいようにする





ここがポイント③


全戸配付


確実に情報が届くように様々な情報伝達ルート・媒体を使う








情報提供


行事ごとにチラシを作成、子どもが学校に通っている家庭には学校を通じて、それ以外は直接家庭へ届けるなど、全家庭に配付している。


また、活動状況を知ってもらうために、チームだよりを作成したり、定期的にホームページに掲載するなど、様々な媒体を活用している。





問合せ先：守口市教育委員会指導部教育・人権指導課　06-6995-3156





活動の概要


中学校校区連携推進協議会（すこやかネット）が中心となって毎年イベントを実施していましたが、学校での調査で児童の朝食の欠食率が高いなど食生活に関する課題が出てきていることがわかりました。そこで、これは学校だけではなく、地域全体で改善していくことが必要だろうという意識から、「食育」をイベントのテーマとし、地元の大学等とも連携して「食育フェスタ」を開催しています。


　　年々プログラムを改良、てづくりみそ体験、食育に関する展示など、大人も子どもも楽しめるようなプログラムを用意することで、参加団体、参加者が増加しています。





ここがポイント①


小さなことでも情報交換


日ごろから気になっていることを出しあうことで、課題が明らかになり共有することができる





既存組織が中心となった課題の共有


すこやかネットの会議には様々な関係団体の代表が集まる。そこで、学校で課題となっていることについて話をしていくなかで、地域全体の課題として共有することができた。





ここがポイント②


専門性を活かす


役割分担して専門性を発揮できるようにすることで、やってよかったと思ってもらえる





大学等との協働


地元の大学に栄養士コースがあることから、具体的なプログラムを提案してもらったり、大学生に運営の協力をしてもらうなど、大学の持つ機能を有効に活用して協働を進めることでフェスタに広がりがでてきた。





ここがポイント③


大人も子どもも


できるだけ気軽に参加できるよう、一緒に取り組めるプログラムにするなど条件を整え、参加の幅を広げる





参加しやすい環境づくり


多くの人が集まることができるように大学を開催場所とした。また、小学校に栄養教諭が配置されていたことから、授業でご飯とみそ汁が中心の朝食メニューづくりを実施し、そこで学んだことをフェスタで子どもたちが発表することで、保護者が参加するきっかけをつくった。さらに、親子料理教室や、成人向けメタボ予防料理教室など多彩なプログラムを用意し、大人も子どもも参加できる環境をつくった。





問合せ先：NPO法人　羽曳が丘E&L　072-958-6716





活動の概要


町会連合会組織（１７町会）を基盤とした様々な団体がかかわって、まちづくりを進めるための会を立ちあげ、活動を進めてきました。しかし地域住民の高齢化が進み、葬儀の機会が増えると葬儀の費用を抑えて簡素化したいという要望が高まってきました。また資金管理をきっちりすることが必要という意見も出てきたので、活動の透明化を図るためにＮＰＯ法人をつくることにしました。現在は、環境部、生活部、管理部、ビオトープクラブに分かれ、まちづくり、高齢者福祉、子育て支援など多岐にわたる活動を行っています。


また学校園との連携も進んでおり、幼稚園での親子で行う竹馬づくり、小学校での校区環境出前教室、あるいは大学との協働による住民の健康測定など、さらに活動の幅が広がっています。





ここがポイント①


思いとまなび


思いに加えて、その実現に向けて、専門的な知識・スキルをまなぶ





有志からキーパーソンズへ


　まちづくりの会には様々な団体の代表が集まっており、それぞれ自分たちのまちをよくしたいという思いがあった。それを実現するには専門的な知識が必要だと気づき、有志でＮＰＯ講座を受講した。その有志たちがキーパーソンズとして学んだことを生かし、みんなの思いを一つにまとめた。





ここがポイント②


目的に応じた推進組織づくり


既存の組織をベースに、活動推進により効率的な組織をつくる





既存組織を活用したさらなる推進組織の設置


　現実的な地域課題に対して、これまでの組織では対応が難しくなってきていた。そこで、これまでのつながりを活用して、より活動を進めるための新たな推進組織（ＮＰＯ法人）を立ちあげた。


　　


　





ここがポイント！⑦


ボランティアは、助け上手・助けられ上手であること。


考えや思いを言い合える関係をつくり、助け合える関係をつくる








コーディネート人材の存在


　　地域で継続して活動している各団体のメンバーが推進メンバーとなっており、さまざまな意見が出るが、一端決まると皆同じ方向に向かって協力しあえる。各メンバーと考えや思いを言い合える関係をつくることにより、必要な時に必要な人どうしをつなぐ人がいる。





ここがポイント！⑥


予算面での自立が必要。会費だけでなく、収益を得る地域住民のための活動を行う。





事業収益と会費で運営


　　


　　


　





ここがポイント③


資金面での工夫


身近な地域課題を解決するための活動を収益事業として実施する











収益事業の実施


　惣菜の宅配サービス、資源リサイクル、印刷事業、標準葬儀などをボランティアではなく収益事業として実施。その収益をＮＰＯ法人の活動資金に充てるとともに、地元商店等企業へも賛助会員としての登録を呼びかけるなど、行政の財政的なサポートがなくても自立した活動を展開している。





ここがポイント④


形にする・残す


活動の過程や感想等を忘れないうちに、そのつど会議録や広報誌などにしておく





文書化する


　活動内容を文字化することできめ細かく情報発信することが容易になり、さらに保存しておくことで自分たちの活動を振り返る時に資料として活用することができる。





問合せ先：河内長野市教育委員会生涯学習課　0721-53-6528





活動の概要


学校教育と社会教育がそれぞれの持つ教育機能を活かして、学校あるいは社会教育だけでは実現できない創造的・効果的な教育をめざし、公民館で培った大人の学びを学校支援に生かすことにより自己実現を図る活動を行っています。具体的には、公民館がコーディネーター役となって、学校での教育活動において公民館の登録クラブ員と子どもたちの交流を進めることを目的とした「ふれあい合校」を立ちあげました。現在では市内全公民館において、近隣小学校と連携した事業が展開されています。


例えば、小学校６年生の人権教育の授業参観で、保護者もともに学ぶ「子どもと大人の人権学習」、小学校５年生の総合学習等での書道、陶芸、みそづくりなど、多彩なプログラムを実施しています。





ここがポイント①


つなぐ


行政職員が自分たちの役割を認識し、関係機関へ情報提供するなど積極的に働きかけることできっかけをつくる





社会教育行政からのアプローチ


子どもたちの課題を解決するためには学校だけでは限界がある。そこで社会教育が持っているツールのうち、住民に身近な施設である公民館を活用することでつながりをつくることが可能と考えた。





ここがポイント②


公民館のコーディネート力


学校も登録クラブもお互いがやってよかったと思えるよう、人材や内容を調整する





公民館と小学校との連携


小学校から具体的にどの時間を使ってどんなことをしたいかを提示する。それに基づき、円滑な交流となるよう、公民館が登録クラブのなかから適当なクラブを選んで、コーディネートする。お互いにできること・してほしいことを明確にすることで公民館と小学校の連携が進んでいる。





ここがポイント③


気軽に寄れる雰囲気づくり


公民館の一角にお茶コーナーを設けたり、地域住民の協力を得て発表会を開催するなど、たくさんの人が公民館を訪れるよう工夫する





公民館職員の情報・ネットワーク


公民館の利用者と話をすることで地域にどんな人材がいるか把握する。また、普段公民館を利用しない地域住民にも公民館に来てもらえるよう、一緒に発表会を開催等することで利用者を増やし、たくさんの人に声をかけてネットワークを広げるなど、日常的な活動を通じた人材育成も行っている。





問合せ先：寝屋川市教育委員会地域教育振興課　072-838-2018





活動の概要


　　子どもの居場所をつくろうと、子どものことに関心を持つ地域の様々な団体が集まって実行委員会を設置し、「和光キッズクラブ」を立ちあげました。開催行事によって中心となる団体が入れ替わり、学校や自治会の集会所を拠点に、放課後の学習や遊びの他、通学合宿や餅つきなど様々な企画を実施しています。


　　また、子どもに対してだけではなく、保護者に対しても何か働きかけが必要という意識から、大阪府が実施した親学習リーダー養成講座を修了した人で親学習キャラバン隊を結成しました。年２回、校区内にある６箇所の自治会の集会所を借りて、親学習井戸端講座を実施しています。これには当該保護者だけではなく、幅広い世代の人が参加し、保護者が安心して子育ての不安や悩みを話せる場となっています。








ここがポイント①


活動への流れをつくる


一つの活動が次の活動へつながっていくよう、声かけを行うなどして、少しずつ活動を広げてもらう





新たな人材の育成


ＰＴＡ役員をやっているうちに、だんだん地域の他の団体ともつながりができていく。つながりができたことによって、ＰＴＡだけで終わりではなく、次は自治会へというように、これまでの経験を活かした新たな活動へ自然とつながる道すじとなっている。





活動を継続させる


はじめは人が活動を動かしていくが、最終的には人が変わっても活動が続くよう、組織としての体制をしっかりつくらないと続いていかない。そのため、実行委員会に各団体の代表が入って基本的な役割分担を行う。しかし、中心となる団体を開催行事ごとに替えており、より柔軟に対応している。





ここがポイント②


負担感を軽減


その時々に応じた役割分担をすることで、負担にならず楽しんで続けることができる





場と機会の有効活用


校区福祉委員会等既存の場や、会議ではないところでの集まり（オフ会）を活用するなど、できるだけ多くの機会を捉えてこまめに情報交換する。





ここがポイント③


井戸端会議的なノリ


気軽に話ができる、意見が出せる雰囲気をつくる





問合せ先：岬町教育委員会事務局指導課　072-492-2719





活動の概要


　　平成１２年に地域教育協議会（すこやかネット）を立ちあげ、いくつかの部会を設置して様々　な活動を展開してきました。オリジナル子育て劇の上演や親学習の実施、朝食レシピの作成、安全見守り活動など多様な活動を行っています。とりわけ、年１回開催される「ふれあい教育フェスタ」には毎年２，０００人を超える人が集まります。


　　さらに学校支援地域本部事業の取組みとして、中学校のラーニングセンター（図書室）において、週２回、学習支援活動を実施しています。保護者、地域住民、学生がボランティアとして参加し、子どもたちの学びを支援しています。ハーフタイム（休憩時間）にはボランティアがとっておきの勉強法を披露するなど、単に勉強を教えるだけではなく、家庭での学習習慣を確立するための工夫もしています。








ここがポイント①


子どもが主役


子どもが持っている力を引き出し、発揮できる場をつくる





次の世代へつなぐ


これまで一定の期間、活動を続けてきた結果、活動は安定してきて、地域でのつながりもできてきた。そこで活動の再構築が必要と考え、今後は子ども、特に中学生をメインに、それを大人がサポートしていく体制を整えていくことで、活動の発展につなげていく。





ここがポイント②


本音が言える雰囲気をつくる


個人としてどう思っているか、どうしたいかを出しあう








関係づくり


それぞれが役職等にこだわらないことで、言いたいことが言える関係をつくっていった。学校のため、子どものためというベースの思いは共通しているので、最後は一つにまとまることができる。





ここがポイント③


参加したいと思ってもらう


本当に何をしてほしいのか、当事者の声を聞くとともに、興味を持ってもらえるよう工夫する








多くの人を巻き込む


子育て委員会では、当初有名な先生に来てもらって子育て講演会を実施したが、思ったほど人が集まらなかった。そこで、子育て中の保護者にどんなことをしてほしいか、何が知りたいかを聞いてみると、先輩ママの話を聞きたいという声が多かった。そこから、自分たちの体験をもとにした子育て劇が誕生し、より多くの人が集まるようになった。





問合せ先：豊能町教育委員会教育支援課　072-739-3427





活動の概要


普段、学習や交流の場になかなか参加できない保護者にも集まってもらえるよう、保育所・幼稚園・小学校を使って、子育て井戸端会議を開催しました。テーマを設けた学習ということではなく、刺繍や飾り物づくりなどの作業をしながら、普段感じていること、不安に思っていることなどを出しあいました。会議は子育てサポーター（家庭教育支援の活動にかかわっている地域人材）が中心となって進められ、先輩保護者も加わって一緒に話をすることで、さらに話が深まっていきました。


自然な雰囲気のなかで、少しずつ、参加した保護者どうしが気軽に話せるようになって、不安や悩みが軽減する場面もあり、地域でのつながりをつくるきっかけとなりました。





ここがポイント①


場・プログラムの工夫


できるだけ身近な場で、堅苦しい雰囲気にならず、普段着で集まれるようにする





参加しやすい環境づくり


住民に身近な学校を活用し、話がしやすくなるよう、隣に座って作業しながら交流という設定にするなど、できるだけ気軽に参加できる雰囲気づくりを心がけた。





ここがポイント②


日常的な声かけ


「あそこでこんなことをしているよ」といった活動情報とともに、まず「一緒に行こう」と誘う








身近な人からのお誘い


チラシを配布して参加者を集めるだけではなく、同じ立場の保護者、あるいは先輩保護者など、身近な地域の人が声をかけることで、今まで一人では行きにくかった保護者が安心して参加することができた。





ここがポイント③


続ける


気軽で安心感の持てる集まりとなるように、定期的に開催する





継続した実施


１回で終わらず、複数回実施することで、集まった保護者どうしがだんだん顔なじみになり、普段自分が感じていることを話せるようになった。さらには井戸端会議の場だけではなく、日常的に会話ができる関係をつくることができた。





問合せ先：茨木市教育委員会地域教育振興課


072-620-1686





活動の概要


茨木市では大阪府が主催した親学習リーダー養成講座を修了した人が集まって、「親まなび☆きらりん広場」を結成、様々な機会を活用して親学習を推進しています。さらに、茨木市教育委員会は地域での学習機会の提供を推進する人材の充実が必要との観点から、親学習支援者養成講座を実施しました。そして、講座の受講修了者を親学習支援者として登録し、次年度にはその登録者に対してフォローアップ研修を開催しました。


フォローアップ研修では単なるスキルアップだけではなく、受講者どうし、あるいは親学習リーダー養成講座修了者とも交流、情報交換することで、今後の活動に向けたつながりをつくっています。





ここがポイント①


実践を積む


できるだけ多く体験してもらうことで、徐々にスキルアップしてもらう





活動の場の提供


すぐに講座を任せるのではなく、親学習リーダー養成講座修了者が実施している講座に、まずは補助的な立場でかかわることからはじめ、実際の雰囲気を体験してもらうための機会を提供している。





研修内容の精査


より実践的に活動できるよう、多岐にわたる内容で研修を実施。既に活動している地域人材を講師として実際の講座の進行について学んだり、活動のベースとなる人権について学ぶなど、より効果的な学習を提供できるよう工夫している。





ここがポイント②


幅広い観点を盛り込む


単に講座の進め方だけを学ぶのではなく、活動の基礎となる考え方も身につけられるようにする





ここがポイント③


交流の場の設定


研修等の場を活用して、今後の活動につながる関係づくりを図る





支援者どうしのネットワークづくり


研修のなかで、既に活動している人と受講者が話をする場を設定したことで、今後の活動に向けて有効な情報交換を行うことができた。





問合せ先：泉大津市教育支援センター　0725-31-4460





活動の概要


教育支援センターを拠点に、市内全学校園からの依頼に応じて、訪問型家庭教育支援チームを派遣し、しんどさを抱える家庭に対して家庭訪問を行っています。


チームはカウンセリング経験の豊富な子育てサポーターリーダーを中心に、地域人材である子育てサポーター、学生ボランティア等で構成されており、各学校園で実施されるケース会議等で情報交換を行いながら、定期的な訪問活動を実施しています。さらに必要に応じて、様々な関係機関と連携したケース会議も開催し、より効果的な支援方策を検討するなど、きめ細かな家庭教育支援に努めています。





ここがポイント①


適切な役割分担


保護者（子ども）が心を開き、より話がしやすい関係・環境をつくる





アウトリーチ型のアプローチ


学習・交流の場に出てくることが困難な保護者に対し、チームを組んで継続的に家庭を訪問するなど個別の対応を実施。学校教職員ＯＢなど多様な人がチームにかかわることで支援の幅を広げ、さらに保護者には子育てサポーター、子どもには学生ボランティアなど対象に応じた派遣を行っている。





ここがポイント②


寄り添う気持ち


まずは保護者（子ども）の話をじっくり聴き、しんどさや本音を引き出す








身近な人の継続的なかかわり


教職員ではない、地域の人が時間をかけて継続的にかかわることで信頼関係が生まれ、学校には言いにくいしんどさも話せるようになった。保護者（子ども）自身をエンパワーするとともに、効果的な支援を行うための橋渡し役にもなっている。





ここがポイント③


多面的な情報交換


できるだけ多様な分野の関係者・機関が一堂に会する場を設定する





情報交換・共有の場の設定


教育支援センターの専門相談員やスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、要保護児童対策地域協議会等様々な関係者・機関が集まる場を設定。持っている情報を共有し、連携することで、それぞれの家庭に対する適切な支援へとつなげている。





ここがポイント④


しんどさも共有


同じ立場の人が集まってそれぞれの思いを話すことで、支援する人自身もエンパワーされていく





サポーターもエンパワー


各ケースの情報交換だけではなく、サポーターどうしの交流の場を設定。スキルアップ研修を実施したり、サポーター自身のしんどさを出しあうなど、サポーターに対するフォローを行うことで、チームとしての力をさらに高めている。





URL http://www.rinku.zaq.ne.jp/kaiduka-net/





活動の概要


地域の子育てに関係するグループが集まる交流会が、月１回、公民館主導で開催されたものの、はじめはこの集まりの目的がなかなか参加者に浸透しにくい状態でした。しかし、回数を重ね、率直な思いを出していくなかで、やはり交流が大事だと気づき、ネットワークの会として自主的に活動を進めていくことになりました。


ただ集まっておしゃべりするだけではなく、講座の開催や親子レクリエーション、プレイパークの実施、さらにはプレイパークサポート隊として中高生を巻き込むなど、どんどん活動が広がっています。





人材の育成


はじめは公民館主事が主体となって交流会を実施。そこで公民館主事が集まっている保護者のなかから活動の推進役となる人材を発掘し、会議の進行やニュースの発行など、徐々に任せるようにしていき、保護者主体の活動へと発展していった。





ここがポイント①


専門職員の配置


専門的知識を活かし、活動の推進役として育成していく





ここがポイント②


条件を整える


保育付きにするなど、安心して学習・交流の場に参加できる環境をつくる





参加しやすい環境づくり


子育て中の保護者が集まってくるので、子どもの面倒は誰かがみないといけない。はじめはボランティアをお願いしていたが、だんだんやってくれる人が少なくなってきたので、自分たちが交替で保育を行っている。





ここがポイント③


身近に感じてもらう


自分たちの活動を様々な形で常に発信していく





情報発信


広報部会を設置、月１回ニュースを作成して公民館等を通じて配付したり、ホームページを立ちあげるなど、様々な媒体を通じて常に情報を発信。さらには、子育てネットワークのメンバーが様々な会合・研修の講師を務めることで自分たちの活動を広く発信している。





ここがポイント④


支えあう


励ましたり励まされたりしながら関係性を深めていく





人と人とのつながり


ネットワークの活動のなかで周りの人に「できることをすればいい」「そのままでいい」と声をかけてもらい、自分が元気になっていった。自分が元気になると今度はそれをまわりの人に伝えていき、お互いに支援しあう関係ができている。





問合せ先：泉南市教育委員会事務局指導課　072-483-3671





活動の概要


家庭教育支援の活動の一環として、企業と連携した子育てフォーラムを開催しました。具体的にはイオンモール株式会社が場所を提供し、一度にたくさんの保護者を集めて、泉南市内の施設や家庭教育支援に関する事業等について幅広く情報提供を行いました。その結果、これまで市内にどんな施設があるか等全く知らなかった保護者に知ってもらうことができました。


また、会場内に相談コーナーを設置することで、不安を抱えながらもなかなか相談できなかった保護者が相談コーナーを訪れるきっかけとなりました。





ここがポイント①


互いのメリットを考える


それぞれの特性（できること）を活かすことができるような連携先や方法を考える





企業との連携


行政がフォーラムを開催するにあたり、大きな集客施設を持ち、さらに地域住民も多く働いている地元企業と連携することでより多くの人を集めることができると考え、協力を求めた。また企業も地域に貢献したいという思いがあり、双方の思惑が一致したことでより多くの人に参加してもらうことができた。





ここがポイント②


ついでに


わざわざ出てきてもらうのではなく、買い物など普段の行動とつなげてみる





気軽な参加を促す


地域住民がよく使うショッピングモール内の開放的な空間で実施し、事前に申し込みしていなくても、当日買い物で訪れた人が参加できるようにした。またそこで働いている人も休憩時間や就業前後に立ち寄ってもらうなど、働く保護者も参加できるようにした。





ここがポイント③


様々な媒体を活用


紙媒体だけではなく、直接声をかけるなど多様な働きかけを行う





幅広い情報提供


市の広報へ掲載したり、チラシを作成して関係機関で配布。さらには、ショッピングモールのなかでも多くの人が見る場所にポスターを掲示した。また家庭教育支援の活動にかかわっている人たちがそれぞれ「一緒に行こう」と個々に声かけを行うなど、直接的な働きかけも行った。
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